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平成 30 年 3 月 7 日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

☆佐藤
さ と う

 愛
あい

梨
り

 さん 

新潟県主催の平成 29 年度『新潟県土砂災害防止に関する絵画 

・作文コンクール』中学生・作文の部で最優秀賞を受賞。 

☆出雲崎小学校 4 年生 

環境省主催『クールチョイスリーダーズアワード』で特別賞を受賞。 

 

 平成 29 年度の町の学校教育・社会教育活動等に関して顕著な功績のあった個人・団体を表彰する「教育委

員会表彰」と、町のスポーツ活動の振興に寄与した個人・団体を表彰する「体育協会表彰」の受賞者が決定

しました。 

受賞者は下記の 7 名・1 団体の皆様です。大変おめでとうございます。受賞された皆様のより一層のご活

躍を期待するとともに、夢や目標に向かって挑戦する皆様を応援しています。 

なお、表彰式は 3 月 6 日（火）に中央公民館にて行われました。 

☆遠藤
えんどう

 聖
せ

凪
な

 さん 小川
お が わ

 快斗
か い と

 さん 中村
なかむら

 周磨
しゅうま

 さん 

日本リトルシニア中学硬式野球協会主催の信越連盟夏季大会で準優勝。その後全国大会で準優勝。 

☆伊藤
い と う

 敏
とし

信
のぶ

 さん 

北信越地区ボウリング連合主催の『第 34 回北信越地区ボウリング選手権大会』男子 2 人チーム戦の部で

準優勝。 

☆加藤
か と う

 建夫
た て お

 さん 

 平成 29 年度「全日本卓球選手権大会マスターズの部」県予選会の男子ローシックスティの部で 3 位入賞。 

2 月 28 日（水）、中央公民館を会場に平成 29 年度教育講演会を開催しました。 

今年の講演は「私たちの命の力～誕生秘話～」を演題に長岡市多世代交流館になニ

ーナ代表佐竹直子様にご講演をいただきました。講演では日本の性教育、妊娠・出産、

そして命をもって生まれたことに誇りを持ち、生まれてきた子供に自己肯定感を持た

せる必要性など、大変多くのことをお話しいただきました。 

先生は 4 人のお子さんの母としての経験や、青年海外協力隊で活躍された経験を活

かし、現在は長岡市の「こそだてのえきぐんぐん」の運営と「次代の親育成事業」を

長岡市の委託を受け実施し、「次代の親育成事業」ではバースコーディネーターとし

て、命の始まりと生まれる力を伝えるなど多方面で活躍されております。 

※体育協会表彰・奨励賞

は「町体だより」欄にて

紹介いたします。 

佐竹直子様 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄鳥さりて･･･葉室 麟 著 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

武士の刀は殿のためにあるのではない。命にかえ
ても守りたい者のためにあるのです。しかしその陰
には遠島を引き受けてまで彼を守ろうとした剣
客・樋口六郎兵衛の献身と犠牲があった。剣が結ぶ
男と男の絆を端然と描く傑作時代長編。 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

勉強が嫌いで、周りからどう思われているかばか
りを気にして毎日生活している隼人。 
ある日、自分の部屋に帰ると、そこには見慣れぬ物
体が。それは、長期間不在になる父親が残していっ
たロボット・ユージだった。 

 

講演中の長谷川会長。良寛さん

の生き方について、優しく語っ

ていただきました。 

2 月 18 日（日）、良寛記念館を会場に全国良寛会 長谷川 義明 会長を講師に

迎え、新春特別講演会『良寛さんに学ぶ』を開催しました。あいにくの天候で

したが、町内外合わせて約 40 名の方からご参加いただき、東京から来られた方

もおられました。 

長谷川会長は、良寛が生き方の基本としていたのは道元著『正法眼蔵』の菩

提薩埵四摂法（ぼだいさったししょうほう）の 1.布施 2.愛語 3.利行 4.同事で

あると説かれました。良寛さんの生活とは 1.自分のものと思わず、できる限り

他人にも施しましょう。2.他人を傷つけないように愛を込めた言葉を掛けまし

ょう。3.自分のためではなく他人のために行動しましょう。4.相手に対して同

じ気持ちになって接しましょう。以上、四摂法の実践だったのです。その実践

生活は、良寛さんの詩歌にも沢山あらわれているとご紹介されました。そして、

その実践こそが「人間の自立」に繋がるとお話しくださいました。寒い中、多

くの方にご参加いただき誠に有難うございました。 

また、講演会内容に沿った企画展『良寛さんに学ぶ展』は、3 月 31 日（土）

まで開催していますので、ぜひ記念館にお越しください。 

 

同日開催の頒布会も、掘り出し

物を探す人で賑わいました。残

りは 30冊程となりました。 

私はチェンナイ生活三か月半にして、百年に一度
の洪水に遭遇した。橋の下に逆巻く川の流れの泥か
ら百年の記憶が蘇る！かつて綴られなかった手紙、
眺められなかった風景、聴かれなかった歌。話され
なかったことば、濡れなかった雨、ふれられなかっ
た唇が、百年泥だ。 

ソバニイルヨ･･･喜多川 泰 著 

百年泥･･･石井 遊佳 著 

僕と彼女の左手･･･辻堂 ゆめ 著 

幼い頃遭遇した事故のトラウマで、医者の夢が断
たれた僕。そんな時に出会ったのは、天真爛漫な少
女・さやこだ。彼女は左手でピアノを弾く、不思議
な子だった――。《欠陥》をもつ二人が奏でる、爽
やかな青春恋愛ミステリ！ 

○ノーメディア・デー 20日（火）・30日（金） ○ちぎり絵教室 13日（火）、20日（火） 

○さわスポ教室 6日（火）、20（火） 〇コーヒーセミナー 11日（日） 〇料理教室 17日（土） 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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後
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西
の
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残
る
生
を
ど
う
遊
ぼ
う
か
日
脚
伸
ぶ 

川
西 

仲
野
隆
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検
針
の
メ
ー
タ
ー
探
る
雪
の
底 

 
 
 
 

 

て
ま
り
団
地 

本
間
加
津 

 

初
夢
や
輪
郭
の
な
い
君
が
居
て 

尼
瀬 

小
黒 

大 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

筋
書
き
通
り
の
展
開
が
で
き
れ
ば
・
・
・ 

 

日
本
選
手
の
活
躍
で
大
い
に
沸
い
た
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
大
会
（
韓
国
）
が
幕
を
閉

じ
、
3
月
9
日
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
の
メ
ダ
ル
獲
得

数
は
、
過
去
の
冬
季
五
輪
で
の
史
上
最
高
と
な
り
、

日
本
選
手
の
技
能
・
精
神
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
高

さ
を
世
界
に
示
し
た
大
会
で
も
あ
っ
た
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
歓
喜
あ
り
、
悔
や
み
あ
り
、
涙

あ
り
悲
喜
こ
も
ご
も
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
解

説
を
務
め
た
元
モ
ー
グ
ル
日
本
代
表
・
上
村
愛
子
さ

ん
が
シ
ョ
ー
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
選
手
（
米
国
・
今
回
の

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
で
平
野
歩
夢
選

手
を
抑
え
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
）
に
、「
あ
な
た
に
と
っ

て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
何
な
の
か
？
」
と
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
て
い
た
。
ホ
ワ
イ
ト
選
手
は
『
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
勝
つ
た
め
の
舞
台
に
違
い
は
な
い
。
だ
が
、

チ
ー
ム
で
同
じ
服
を
身
に
つ
け
、
一
緒
に
食
事
も
す

る
。
そ
れ
だ
け
で
大
き
な
何
か
に
抱
か
れ
る
の
だ
』

と
答
え
た
。『
何
か
』
と
は
、
選
手
だ
け
が
知
る
特
別

な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

  

大
会
を
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
、「
ほ
ー
、
そ
ん
な
こ
と

も
あ
る
の
!?
」
と
驚
い
た
り
微
笑
ん
だ
り
し
て
、
楽

し
ん
だ
。 

▼
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合 

の
渡
部
暁
斗
選
手
。
最
後
の
上 

り
坂
で
「
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い 

な
～
」
と
不
調
が
観
て
と
れ
た
。 

肋
骨
骨
折
を
押
し
て
の
出
場
だ 

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
銀
メ
ダ
ル
。 

▼
カ
ー
リ
ン
グ
の
「
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
」
。
い
わ
ゆ
る
〝

も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
〞
。
お
や
つ
を
食
べ
る
こ
と
が
出

来
る
の
だ
と
知
っ
た
。
テ
レ
ビ
マ
イ
ク
が
拾
う
「
そ

だ
ね
～
」
の
北
海
道
訛
り
（
北
見
市
？
）
は
、「
そ
だ

ね
～
カ
ー
娘
」
の
異
名
を
と
っ
た
。
微
笑
ま
し
い
。 

主
あ
れ
ど
開
か
ず
の
蔵
や
蔵
開 

乙
茂 

金
泉
今
日
子 

〈 

出
雲
崎
小
学
校
六
年
生
の
俳
句 

〉 
 

 

▼
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
300
日
を
超
え
る
共
同
生
活

と
猛
練
習
。
オ
ラ
ン
ダ
人
コ
ー
チ
に
よ
る
食
事
の
量
や

睡
眠
時
間
、
体
脂
肪
率
な
ど
の
厳
し
い
管
理
。「
（
差
し

入
れ
で
も
ら
っ
た
）
ド
ー
ナ
ツ
食
べ
る
な 
 

金
メ
ダ

ル
取
り
た
く
な
い
の
か 

」
の
叱
咤
。
良
い
結
果
が
出

始
め
る
と
選
手
の
中
に
あ
っ
た
「
甘
え
」
は
消
え
、
戦

う
集
団
へ
と
生
ま
れ
変
っ
た
と
い
う
。
大
会
後
の
コ
ー

チ
談
「
努
力
し
続
け
れ
ば
不
可
能
は
あ
り
ま
せ
ん
」。 

▼
耳
慣
れ
な
い
種
目
・
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
「
パ
シ

ュ
ー
ト
」
及
び
新
種
目
「
マ
ス
ス
タ
ー
ト
」。
「
一
糸
乱

れ
ぬ
隊
列
と
高
速
の
先
頭
交
代
、
組
織
力
」
が
武
器
と

評
さ
れ
た
日
本
女
子
パ
シ
ュ
ー
ト
の
見
事
な
金
メ
ダ
ル

獲
得
。
駆
け
引
き
抜
群
の
高
木
菜
那
選
手
の
女
子
マ
ス

ス
タ
ー
ト
初
代
王
者
。
両
者
と
も
筋
書
き
通
り
の
展
開

が
で
き
る
と
い
う
の
が
驚
き
で
あ
る
。 

▼
ス
ケ
ー
ト
最
強
国
オ
ラ
ン
ダ
で
の
修
行
が
「
進
化
と

変
化
」
を
も
た
ら
し
、
小
平
奈
緒
選
手
を
金
メ
ダ
ル
に

押
し
上
げ
た
。
試
合
当
日
朝
に
オ
ラ
ン
ダ
で
の
恩
師
か

ら
「
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
て
い
け
」 

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
た 

と
明
か
し
た
。 

▼
小
平
奈
緒
選
手
が
示
し
た
2
位 

イ
・
サ
ン
フ
ァ
選
手
（
韓
国
）
へ
の 

「
い
た
わ
り
・
配
慮
・
友
情
」
を 

『
五
輪
精
神
の
体
現
』
と
賞
賛
さ
れ
た
（
韓
国
メ
デ
ィ

ア
）
。
そ
の
光
景
に
感
動
し
た
人
も
多
い
と
い
う
。 

 

数
多
く
の
感
激
や
緊
張
を
感
じ
さ
せ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
羽
生
結
弦
選
手
は
『
勝
ち
に
行
く
の
が
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
し
か
し
、
恐
怖
と
の
闘
い
で
も
あ
る
』
と
述
べ

た
。
選
手
一
人
ひ
と
り
は
そ
う
い
う
思
い
で
あ
ろ
う
し
、

限
界
に
挑
む
姿
の
集
結
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
２

年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大

会
が
楽
し
み
で
あ
る
。 
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卒
業
生
み
ん
な
で
歌
う
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
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冬
の
時
期
か
さ
に
つ
も
っ
て
重
た
い
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外
山
穣
ノ
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雪
と
け
て
小
さ
な
流
れ
あ
ち
こ
ち
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重
住
幹
太 

卒
業
歌
み
ん
な
に
お
く
る
メ
ッ
セ
ー
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金
泉
幸
輝 

雪
げ
し
き
と
っ
て
も
き
れ
い
す
て
き
だ
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
牧
旺
幸 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

屋
根
の
雪
重
な
り
合
っ
て
美
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
祐
一 

六
年
生
も
う
す
ぐ
卒
業
悲
し
い
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
季
々
愛 

※
小
学
校
六
年
生
最
後
の
句
会
作
品
で
す
。 

よ 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の体育協会表彰・奨励賞は次の方が受賞されました。おめでとうございました。 

☆平澤
ひらさわ

 忠
ただ

雄
お

さん（井鼻） 

長年にわたりゲートボールの発展に尽力し、平成 29年度（公財）日本ゲートボール連合健康功労賞を受賞。 

3/7(水)19：30～21：00 3/19(月)19:30～21:00 

 2月 11日（日）に「第 2 回町民卓球大会」

を開催しました。前回大会を上回る 16 チー

ムの参加となり、優勝を狙う参加者のやる気

で会場は熱気に包まれました。 

ダブルス 3組による団体戦は個人の技量は

もとより、二人の息の合ったプレーが勝敗を

左右したようです。寒さに負けない熱いプレ

ーで町民の交流が深まる１日となりました。 

2 月 18 日（日）に魚沼市須原スキー場において「ファミリースキー＆スノーボード」を開催しました。

今年は当町も例年にない大雪に見舞われ、除雪など苦労をしましたが、この日ばかりはそんな雪を楽しもう

と 33 名の皆さんから参加いただき、スキーにスノーボードに雪を満喫しました。帰りには冷えた体を温泉

で温め、存分に新潟の冬を楽しみました。 

☆優 勝☆ 

どっこい 

○準優勝○ 

チーム沢田 

△第３位△ 

チーム３０Ａ 

大会結果 

 

 

公民館では下記のとおりトレーニングルームの使い方を学ぶ『トレーニングルームスタートアップ講習

会』を開催します。皆様の参加をお待ちしています！ 

開催日：３月１９日（月） 午後７時３０分～９時００分（町民体育館トレーニングルーム） 

対 象：中学３年生以上の方 ２０名程度（参加費無料） 

持ち物：トレーニングウェア（ジャージ）、内履き、タオル、フタ付きの飲み物など 

申 込：３月１５日（木）までに町民体育館に電話（℡78-4700）または直接窓口でお申し込みください 


